エコマークアワード2017団体PRフォーム（本審査用）
	団体名
	　

	応募する取り組みの名称・タイトル
	　


· 企業・団体PR（本審査用）
· エコマークアワード2017「評価ポイント」に対応する内容を以下の枠内に記載してください（文字数に制限はありません）。
· 必ずしも、全ての評価ポイントに記載しなくても構いません。貴社・貴団体が秀でているとお考えになる評価ポイント1つ以上についてご記載ください。
· 補足資料として、CSR報告書やプレゼンテーション資料（パワーポイント等）を添付することもできます。ただし、審査時間に限りがありますので、資料の分量が過大にならないようご配慮をお願いします。
· 選考結果は、11月上旬に応募者に直接ご連絡いたします。公表は12月上旬以降となります。

	取り組みの概要とその成果


	1. エコマーク商品等の認知度向上への取り組み

	

	2. エコマーク商品等の市場普及推進への取り組み

	

	3. エコマーク商品等の普及への取り組みの独自性

	

	4. エコマーク商品等の普及への永年にわたる貢献

	

	5. エコマーク商品等における技術開発の革新性、継続性

	

	6. エコマーク商品等による環境負荷低減効果

	


※いただいた情報は、エコマークアワード関連の連絡・審査および広報の目的にのみ使用し、その他の目的では使用しません。
＜参考＞エコマークアワード2017　評価ポイントと記載内容の例
	1
	エコマーク商品等の認知度向上への取り組み

　例；商品の認知度を高めるために、エコマークを製品本体やカタログ、広告等に積極的に表示している。

　例；環境学習の教材としてエコマーク商品等などの重要性を取り上げ、広く普及に努めている。

	2
	エコマーク商品等の市場普及推進への取り組み

　例；業界または企業全体でエコマーク認定取得に向けて積極的に取り組んでいる。

　例；今後発売する商品は全て、エコマーク等の基準をクリアするよう開発することとしている。

	3
	エコマーク商品等の普及への取り組みの独自性

　例；市民集会で、エコマーク商品等でコーディネートしたコンテストを開催した。

　例；エコマーク商品等の意義をパンフレット、POP、デモストレーション等で説明した特別陳列や販売等。

	4
	エコマーク商品等の普及への永年にわたる貢献
　例；1989年のエコマーク制度開始以来、継続してエコマークを取得しつづけている。

	5
	エコマーク商品等における技術開発の革新性、継続性
　例；新技術開発により、エコマーク基準を大幅に上回るだけでなく、市場トップクラスの製品を開発した。

	6
	エコマーク商品等による環境負荷低減効果
　例；エコマーク商品等の拡販を図った結果、CO2換算で年間○○トンの削減につながった。
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